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スタートした子ども・子育て支援制度ー制度運用の現状と課題

〔佐世保市〕子ども・子育て支援と公私立保育所・幼稚園・認定こども園の一元的対応
１．佐世保市における子どもと子育てを取り巻く環境
２．子ども・子育て支援新制度移行に向けた課題対応の考え方
　  子ども未来部として幼保の窓口を一本化している経緯等／市単独の就園奨励費の見直しと公立幼稚園のあり方の整理
　／保育需要の捉え方と供給の実態の検証／新制度移行にあたって課題対応の優先づけと財政負担の整理
３． 「新させぼっ子未来プラン（次世代育成支援行動計画、子ども・子育て支援事業計画）」
４．施設運営の視点による新制度に向けた対応（公私立幼稚園と認可外保育施設を中心に）
　 公私立幼稚園の入園状況と私立幼稚園・保育所の認定こども園への移行状況／幼稚園の保育料格差是正と公立幼稚園の見直し（行財政改革）
　／保育需要に対する供給としての幼稚園（１号＋預かり保育）／保育の質の向上と認可外保育施設の認可化移行
５．利用者視点による新制度に向けた対応（保育標準時間一本化・保育料階層区分の一元化）
６．今後に向けた課題と方向性

１．横浜市の概況         ２．待機児童対策について 
〔横浜市〕横浜市の待機児童対策について

〔千葉市〕千葉市の待機児童対策について　

１．待機児童問題発生の経緯　２．計画的な保育所整備　３．きめ細かなあっせんによる利用調整　４．保育士確保策

[テーマ案]１．待機児童の実態と保育所等の整備ー５か年事業との関係で　２．公私立幼保の関係と自治体行政の課題
　　　　  ３．認定こども園の状況と課題　　　　４．保育士確保問題への対応　　　５．新制度での今後の課題

１．新制度の全体像と自治体行政
        国の行政システムは文科省・厚労省・内閣府の三元化／①私学助成型幼稚園と②市町村委託事業としての保育所、
　   新たに第３の施設として給付型施設体系(認定こども園、地域型保育事業等)がつくられた
       ／給付制度と委託費制度の大きな違い(子ども・子育て支援法附則第６条)
       ／市区町村での保育所行政と幼稚園行政の一体化のあり方の模索、など

２．新制度で大きく変貌した認定こども園制度
        新認定こども園法は旧認定こども園法とどこが異なるか ー「幼稚園及び保育所等における教育と保育の一体化」→「教育と保育の一体化」へ
       ／新制度の「幼保連携型認定こども園」は「幼保連携」でもないし、「認定」ではなく「認可」施設？？／実態は幼保連携型から混在型への移行？
　   ／特別利用保育・教育制度の導入（子ども子育て支援法第２８条）／ 保育所や幼稚園での混在型保育・教育の推進？、など

３． 公定価格(給付財源)に一本化されたが、内容は幼保二元 
　　　              ―１号認定子ども（幼稚園）と２号認定子ども（保育所）の公定価格（保育費用）の比較、など

４．  保育必要量の構造と短時間保育（8時間)・標準時間保育（11時間）の保育費用の比較

５．新制度と待機児童問題
       待機児童数のカウントと「隠れ待機児童」／新制度と利用調整／地方版子ども子育て会議と5か年計画の進捗、など

６．保育所不足の基本的要因と対策
　    保育士の仕事は「キツイ」とは／公定価格で規定されている幼稚園、保育所の開園（所）日数・時間と保育士
　   ／保育所開所日は３００日ではなく250日に／１日の仕事の中に保育の計画・準備・まとめ、会議、研修等の時間を保障
　   ／保育士のワークライフバランスの保障こそ必要


